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自
由
民
主
党
議
員
団
　
山
内
　
あ
き
ひ
ろ

財
政
援
助
団
体
の
適
正
管
理
と

監
督
体
制
の
強
化
を

無
所
属
　
む
と
う
　
有
子

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
構
造
調
査
を

無
所
属
　
石
坂
　
わ
た
る

現
金
給
付
よ
り
イ
ン
フ
レ
解
消
や

区
民
の
所
得
向
上
に
努
め
よ

無
所
属
　
小
宮
山
　
た
か
し

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
注
意
喚
起
を

無
所
属
　
立
石
　
り
お

教
育
現
場
の
Ｄ
Ｘ
を
実
現
せ
よ

無
所
属（
れ
い
わ
新
選
組
）　
井
関
　
源
二

公
立
校
の
理
系
教
育
を充

実
さ
せ
よ

無
所
属（
日
本
維
新
の
会
）　
斉
藤
　
け
い
た

外
国
人
住
民
の
国
民
健
康
保
険

「
前
納
制
度
」
の
導
入
を
問
う

無
所
属
　
吉
田
　
康
一
郎

23
区
の
火
葬
料
の
高
騰
に
対
す
る

区
の
対
応
を
問
う

①
補
助
事
業
者
に
お
け
る
問
題

発
生
時
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
フ

ロ
ー
を
備
え
て
い
る
の
か
。
②
規

則
等
で
「
根
抵
当
権
は
禁
止
」
と

明
記
し
、
明
確
で
誤
解
の
な
い
表

記
が
求
め
ら
れ
る
。
制
度
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
区
の
見
解
は
。

区　
長　
①
現
在
作
成
し
て
い

る
も
の
は
な
い
が
、
今
後
、
対
応

フ
ロ
ー
を
整
備
し
て
い
く
。
②
補

助
金
等
の
交
付
に
お
け
る
事
業
者

の
適
正
な
管
理
監
督
に
つ
い
て
通

知
を
行
い
、
全
庁
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
っ
て
い
く
。

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
推
進
せ
よ

①
区
が
主
導
し
て
出
張
型
や
イ

ベ
ン
ト
形
式
で
展
開
す
る
こ
と
で
、

認
知
度
の
向
上
と
地
域
へ
の
浸
透

解
体
前
に
耐
震
診
断
と
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
劣
化
診
断
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
基
に
専
門
家
に
再
生
活

用
の
可
否
の
判
断
を
依
頼
し
て
は
。

区　
長　
想
定
し
て
い
な
い
。

正
し
い
性
教
育
を
実
施
せ
よ

１
日
に
１
０
０
０
人
以
上
の
子

ど
も
が
性
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と

推
定
さ
れ
る
。
全
中
学
校
で
、
正

し
い
性
知
識
を
学
べ
る
よ
う
、
性

教
育
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
は
。

教
育
長　
関
連
部
署
と
連
携
し

て
検
討
し
て
い
く
。

①
総
需
要
抑
制
は
、
物
価
上
昇

抑
制
に
資
す
る
。
来
年
度
は
歳
出

の
膨
張
を
防
げ
る
の
か
。
②
現
金

給
付
は
対
処
療
法
に
し
か
な
ら
ず
、

区
民
の
所
得
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、

資
格
取
得
や
ス
キ
ル
の
向
上
等
の

支
援
に
も
予
算
を
振
り
分
け
て
は
。

③
身
寄
り
が
な
い
方
か
ら
の
遺
贈

を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
は
。

区　
長　
①
節
減
に
努
め
、
手

法
の
検
討
や
執
行
体
制
の
見
直
し

を
徹
底
し
て
い
る
。
②
区
民
の
所

11
月
初
旬
の
区
内
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
感
染
者
数
は
23
区
で
一
番

多
く
、
都
の
警
報
が
発
令
さ
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
や
保
育

園
・
幼
稚
園
を
は
じ
め
、
区
民
に

対
す
る
注
意
喚
起
が
不
十
分
で
あ

る
。
都
に
よ
ら
ず
、
区
と
し
て
独

自
の
注
意
喚
起
を
促
す
べ
き
で
は
。

区　
長　
区
民
へ
の
適
切
な
情

報
提
供
が
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、

重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
が
利
用

す
る
施
設
等
へ
の
効
果
的
な
周
知

方
法
を
検
討
し
た
い
。

教
職
員
の
働
き
方
改
革
に
お
い

て
、
端
末
の
統
合
や
ク
ラ
ウ
ド
化
、

個
人
情
報
紛
失
リ
ス
ク
の
解
消
と

テ
レ
ワ
ー
ク
対
応
の
考
え
は
。

教
育
長　
校
務
系
・
学
習
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
統
合
、
校
務
支
援

シ
ス
テ
ム
の
ク
ラ
ウ
ド
化
、
デ
ー

タ
連
携
基
盤
の
創
出
等
を
進
め
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク

の
導
入
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

①
日
本
人
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

の
写
真
を
理
科
室
に
掲
示
し
て
は
。

②
「
は
た
ら
く
細
胞
」
や
「
チ
。

―
地
球
の
運
動
に
つ
い
て
―
」
を

図
書
室
に
蔵
書
し
て
は
。

教
育
長　
①
掲
示
に
限
ら
ず
、

便
り
や
広
報
物
な
ど
を
通
し
て
、

受
賞
者
に
親
し
み
が
持
て
る
取
り

組
み
を
行
う
。
②
本
の
選
定
は
、

各
校
が
児
童
・
生
徒
の
希
望
に
合

わ
せ
て
い
る
。

外
国
人
住
民
へ
の
支
援
や
制
度

の
適
切
な
運
用
は
、
地
域
社
会
の

安
定
を
維
持
す
る
上
で
重
要
な
基

盤
で
あ
る
。
制
度
の
理
解
不
足
や

ル
ー
ル
軽
視
が
放
置
さ
れ
れ
ば
、

行
政
手
続
の
混
乱
や
不
適
切
な
事

業
運
営
、
違
法
営
業
、
国
民
健
康

保
険
料
の
未
納
な
ど
、
深
刻
な
問

題
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
国
民

健
康
保
険
の
「
前
納
制
度
」
は
、

納
付
し
や
す
さ
を
高
め
、
未
納
の

抑
制
に
繋つ

な

が
る
と
と
も
に
、
収
納

都
と
連
携
し
、
火
葬
場
の
経
営

の
公
営
化
、
公
有
化
、
経
営
権
の

取
得
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

外
資
規
制
導
入
等
、
火
葬
場
事
業

の
本
旨
・
原
則
に
立
ち
戻
っ
た
抜

本
的
な
対
策
を
可
能
と
す
る
法
改

正
を
国
に
対
し
求
め
る
べ
き
で
は
。

区　
長　
都
が
示
し
た
、
法
の

見
直
し
を
国
に
求
め
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
、
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

を
深
め
る
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
区
の
見
解
は
。

②
区
が
主
導
し
て
共
通
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
意
見

を
収
集
し
、
施
策
に
活
か
す
こ
と

が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

区　
長　
①
多
く
の
人
が
集
う

場
な
ど
で
の
開
催
は
、
オ
レ
ン
ジ

カ
フ
ェ
の
周
知
を
進
め
、
参
加
の

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る

と
考
え
る
。
地
域
活
動
と
の
連
携

を
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。
②
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
に
区
職
員
が
定
期

的
に
訪
問
し
、
参
加
者
の
声
を
直

接
聞
い
て
い
る
。
属
性
分
析
や
効

果
測
定
な
ど
の
客
観
的
な
デ
ー
タ

と
な
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
実
施
を
検
討
し
て
い
く
。

女
性
用
ト
イ
レ
の
混
雑
緩
和
を

イ
ベ
ン
ト
時
、
庁
舎
１
階
の
女

性
用
ト
イ
レ
に
長
蛇
の
列
が
で
き

る
。「
開
庁
時
は
２
階
か
ら
11
階

の
ト
イ
レ
が
、
閉
庁
時
で
も
４
階

か
ら
９
階
の
ト
イ
レ
が
使
用
可
能
」

な
ど
の
案
内
を
掲
示
す
べ
き
で
は
。

区　
長　
検
討
す
る
。

得
向
上
に
繋つ

な

げ
ら
れ
る
施
策
に
財

源
を
配
分
し
て
い
く
。
③
直
近
５

年
間
の
寄
付
金
額
は
８
８
０
０
万

円
で
あ
り
、
広
報
を
検
討
し
た
い
。

　
進
学
格
差
を
是
正
せ
よ

大
学
進
学
率
が
低
い
ひ
と
り
親

家
庭
や
、
児
童
養
護
施
設
出
身
者

へ
ト
ー
タ
ル
な
支
援
が
必
要
で
は
。

区　
長　
困
難
を
抱
え
る
若
者

へ
の
支
援
の
充
実
を
考
え
る
。

旧
向
台
小
校
舎
を
有
効
活
用
せ
よ　

旧
向
台
小
校
舎
は
、
令
和
９
年

か
ら
約
８
年
間
空
き
家
に
な
る
。

市
民
活
動
拠
点
等
、
区
民
の
た
め

に
施
設
を
有
効
活
用
す
べ
き
で
は
。

区　
長　
令
和
９
年
度
途
中
か

ら
約
５
年
間
は
暫
定
活
用
が
可
能

と
な
る
。
地
域
の
意
見
も
聴
き
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
く
。

公
開
空
地
を
戦
略
的
に
活
用
せ
よ

中
野
駅
周
辺
の
再
開
発
に
お
い

て
、
日
常
の
交
流
や
居
心
地
の
良

さ
を
生
む
た
め
に
、
区
民
が
日
常

的
に
使
い
や
す
く
、
平
時
で
も
自

然
と
滞
留
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
で
は
な
い
か
。

区　
長　
公
開
空
地
は
地
域
の

魅
力
発
信
や
賑に

ぎ

わ
い
づ
く
り
の
有

効
な
資
源
で
あ
る
た
め
、
エ
リ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
じ
て
、
活
用

の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

中
野
駅
周
辺
の
設
備
を
問
う

①
サ
ン
プ
ラ
ザ
北
側
に
ト
イ
レ

を
整
備
す
る
こ
と
や
、
最
寄
り
の

ト
イ
レ
へ
の
案
内
が
必
要
で
は
。

②
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
・
イ
ー
ス

ト
と
接
す
る
四
季
の
森
公
園
の
入

口
付
近
を
、
車
い
す
や
ベ
ビ
ー
カ

ー
が
通
り
や
す
く
し
て
は
。

区　
長　
①
ト
イ
レ
の
設
置
は

困
難
で
あ
る
。
案
内
は
検
討
し
た

い
。
②
今
後
適
切
に
管
理
し
た
い
。

事
務
の
効
率
化
や
収
納
率
の
向
上

に
も
寄
与
す
る
仕
組
み
と
さ
れ
て

い
る
。
中
野
区
と
し
て
、
前
納
制

度
を
導
入
す
る
考
え
が
あ
る
の
か
、

現
時
点
の
方
針
を
伺
う
。

区　
長　
前
納
に
よ
る
収
納
効

果
と
、
年
度
途
中
で
の
転
出
に
よ

る
還
付
金
処
理
の
事
務
負
担
増
な

ど
を
精
査
し
つ
つ
、
国
や
都
、
他

自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

制
度
の
導
入
を
研
究
し
て
い
る
。

外
国
人
犯
罪
対
策
を
問
う

令
和
７
年
11
月
の
国
会
で
、
令

和
６
年
の
外
国
人
の
犯
罪
率
は
、

日
本
人
の
１
・
72
倍
だ
っ
た
と
警

察
庁
刑
事
局
長
が
答
弁
し
た
。
外

国
人
犯
罪
対
策
を
重
視
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

区　
長　
国
や
都
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
中
野
・
野
方
警
察
署

を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協
調
し
て

対
応
す
る
。

中野区議会のホームペー
ジから、本会議の様子をイ
ンターネットでライブ中継
及び録画配信しています。
ぜひ、ご覧ください。

中野区議会本会議を
インターネットで
ご覧いただけます

中野区議会定例会
（一般質問）を
テレビ放送
しています

中野区議会では、Ｊ：Ｃ
ＯＭチャンネル中野で、議
会のテレビ放送を行ってい
ます。内容は、各議員の一
般質問などの録画放送です。
放送予定などは、決まり
次第、中野区議会ホームペー
ジに掲載します。
ぜひご覧ください。

中野区議会HP

https://kugikai-nakano.jp/

り
よ
だ
会
議
区
の
声
●

目
の
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、
区
議
会
だ
よ

り
を
朗
読
録
音
し
た
Ｃ
Ｄ
・
デ
イ
ジ
ー
版
Ｃ
Ｄ

「
声
の
区
議
会
だ
よ
り
」
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

郵
送
に
よ
り
無
料
で
貸
し
出
し
ま
す
。
利
用

を
ご
希
望
の
方
は
、
区
議
会
事
務
局
（
電
話

０
３
―
３
２
２
８
―
５
５
８
５
）
ま
で
。 

視
覚
障
害
者
の
方
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ご利用ください


